
Hyogo Prefecture

有機農業の担い手育成！

県立農業大学校「有機農業アカデミー」２期生の募集

＜令和９年４月入学生募集概要＞

１ 出願資格    
高等学校卒業以上の学力があり、
有機農業に関心が高く、基礎的な農業技術・
知識を有している者（年齢上限は設けない）

２ 募集人数

３ 願書受付期間・試験日程

４ 試験科目 入学願書の入手先等
詳細はこちらから

10名（修業期間１年、通学制）

・筆記試験（小論文）
・面接試験（志望理由、意欲など）

※前期日程の合格者が募集人数に満たない場合、中期日程を実施
中期日程の合格者が募集人数に満たない場合、後期日程を実施

有機農業による就農を目指す方、有機農業への転換を検討している方、さらなる技術向上を志
す方など、有機農業の担い手として意欲のある方の応募をお待ちしています！

区 分 願書受付期間 試験日程

前期 令和８年８月17日(月)～９月16日(水） 令和８年10月２日（金）

中期 令和８年11月11日(水)～12月10日(木) 令和８年12月22日（火）

後期 令和９年１月４日(月)～１月21 日(木) 令和９年１月29日（金）
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Hyogo Prefecture

＜問い合わせ先＞農林水産部農業改良課 TEL：078-362-9210 MAIL：nogyokairyo@pref.hyogo.lg.jp

１ 日程と研修内容（全４回）

２ 募集人数

４ 募集方法

開 催 日 講 義 実 習

 ９月17日(木) 大根の栽培管理 大根のは種（種まき）

10月15日(木) ほうれんそうの栽培管理・緑肥 緑肥作物※とほうれんそうのは種、大根の管理

11月19日(木) 病害虫対策 大根とほうれんそうの管理

12月17日(木)
有機農業の取組事例紹介
（ベテラン農家による講義） 大根とほうれんそうの収穫

【受講生は原則全回参加】

５ 参加費用

３ 募集期間

県立農業大学校ホームページのフォームから申込

令和８年６月17日（水）～８月７日（金）

20名 ※応募者が定員を超えた場合は、抽選により受講者を決定

農業経験を有する方の知識・技術の習得や向上を図るとともに、有機農業アカデミーの
取組内容について理解を深め、入学の契機とすることを目的として研修を実施します。

＜有機農業チャレンジ研修の実施＞

参加申込等
詳細はこちらから

有機農業アカデミーへの入学を検討されている方や、有機農業を取り入れた就農を目指す方の
参加をお待ちしています！
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※収穫して利用するのではなく、土壌にすき込んで肥料として活用するために栽培する作物

無料



Hyogo Prefecture

有機農業アカデミー概要

・名 称 兵庫県立農業大学校 有機農業課程

・設置場所 県立農林水産技術総合センター（加西市別府町）

・修業期間 １年間
・定 員 10名

・費 用 入学金：5,650円 授業料：月9,900円(年118,800円)
・施 設 教育棟、農機格納庫、土づくり資材保管庫
・実習ほ場 露地 10区画(約200㎡/区画)、ビニールハウス10棟(約250㎡/棟)

有機農業アカデミーカリキュラムの特徴
１ 実践的な栽培技術の習得のために実習重視（座学３割、実習７割）

学生は、個別に割り当てられた、ほ場(ビニールハウス、露地ほ場)を管理
栽培実習を通じ、有機農業の技術を１年間で習得する実践的なカリキュラム

２ 先進有機農家と連携した指導体制の構築
県内の先進有機農家と連携した講義や視察、農家派遣実習により、実践的な栽培技術を
習得するととに、在学中から先進農家や地域との関係づくりを行い、卒業後の円滑な就
農や出荷をフォロー

４ 流通・販売事業者による実践的な販売関連の講義

実習の栽培品目は、全員が栽培する共通品目に加え、学生個々が就農後の経営を意識し
た品目を選択できるオーダーメイド型実習

３ 学生個々の就農計画に対応するオーダーメイド型実習

売り先に応じた販売手法や消費者が求めるもの等、実践的な有機農産物の流通・販売を
学ぶために流通事業者等を講師に招聘

教育棟
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